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SKIMAプロジェクト

連携にいたる経緯
　「庭先養鶏」による参加型養鶏の取組みの事例分析が端緒。同事業を運営する企業が立地する
曽於市を中心に産業育成・雇用創出に向けた政策提言をゼミで実施するようになった。2019年
3月には経済学部と曽於市との間で部局間協定を締結した。

活動内容
　本プロジェクトは経済学部の経済学演習（ゼミナール）の一環として運営している。鹿児島県
曽於市は少子高齢化が進む日本の典型的な地域であり、その産業構成も圧倒的に畜産・農林業に
依存している。同市に対し、2015年度より地場産業の競争力強化を通じた雇用創出と地場経済
の発展に資するような政策レベルの提言を実施してきた。その際、2015年9月の国連総会で採択
された「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals, SDGs）」を政策へ主流化し、
また地場企業に実装化することをコアに据えてきた。
　本プロジェクトでは曽於市役所をはじめ、同市の商工会や農業事業者、さらには食品加工業や
一般製造業者などといった多様な地場企業への継続的な現地調査（フィールドワーク）を実施して
いる。さらに同市に隣接する志布志市及び宮崎県都城市の行政および企業などへもアプローチを
してきた。このフィールドワークで得たデータをもとに、約半年をかけて政策提言の内容をまとめ、
現地にて発表している。

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
鹿児島県曽於市／関西大学経済学部後藤健太ゼミ

■ 活動地域
鹿児島県曽於市・志布志市／宮崎県都城市

■ 活動期間
2015年度～継続中

■ 活動資金
自己負担（曽於市より現地調査の際の公用車提供あり）

DATADATA

■ 経済学部 教授

後藤健太
Kenta Goto

　1993年慶應義塾大学商学部卒業。伊藤忠商事、国連開発計画、国際労働機関勤務を経て、
2008年関西大学経済学部に着任。2014年より関西大学経済学部教授。2016年より一般財団
法人アジア太平洋研究所（APIR）主席研究員を兼任。ハーバード大学修士（公共政策）、京都大学
博士（地域研究）。

教 員 紹 介

1 少子高齢化が進む曽於市の持続可能な発展の模索
2 現地調査に基づいたSDGs実装化を軸とした雇用創出戦略の提言と
実践型教育の提供

1 行政単位を超えた異業種を対象としたフォーラムの設置の
検討の開始

2 行政（市役所）および地場の農業従事者・企業に対するSDGsの
認知度の向上

3 現地調査にて収集した各種データの提供

SDGsの実装化を通じた地場産業の競争力強化と
雇用の創出支援の継続

産業振興 総合政策

今帰仁城下集落における文化的・歴史的地域資源の再発見と活用

連携にいたる経緯
　前年度にガイドボランティア養成講座の問題点を意見交換したりするなど、今帰仁村教育委員会、
今帰仁城を学ぶ会と連携を図ってきた。その過程で、歴史的地域資源が地域活性に活用されて
いないことが問題となり調査、意見交換をすることとなった。

活動内容
　学内で3回の予備学習をおこない、文化的・歴史的地域資源についての理解を深め、事前調査に
よって現地に複数の文化的・歴史的地域資源があることを確認した。
　現地にて今帰仁歴史文化センター館長でもある玉城靖氏より今泊の文化的景観の講義を受ける
とともに、今泊集落の文化的・歴史的資源になりえる事項をワークショップにて共有した。
　今泊集落において文化的・歴史的地域資源を現地調査したほか、聖地でもあるクバの御嶽を
いかに地域資源として活用できるかを玉城氏とともに検証。その成果については玉城氏と今帰仁城
を学ぶ会、住民との意見交流会で検討した。

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
沖縄県今帰仁村教育委員会 玉城靖氏／今帰仁城を学ぶ会事務局長 山内
直美氏／関西大学大学院文学研究科 齋藤鮎子・中井香月・安田えり

■ 活動地域
沖縄県今帰仁村

■ 活動期間
2019年度

■ 活動資金
地域連携活動に対する補助事業

DATADATA

■ 文学部 准教授

松井幸一
Koichi Matsui

　専門は歴史地理学・村落地理学。現在は村落がいかに形成され拡大してきたのかを日本・東アジア
を対象として研究している。

教 員 紹 介

1 地域の歴史的・文化的地域資源を住民自身が認知する
2 歴史的・文化的地域資源を活かして地域活性化に繋げる

1 地域の文化的・歴史的地域資源を再発見できた
2 住民・行政とワークショップをおこなうことで、文化的・
歴史的地域資源を今後いかに活かすかについて一定の方向性が
得られた

1 ワークショップを通じてさらに多くの住民に地域
資源の認知を促す

2 歴史的・文化的地域資源の具体的な活用を今帰仁
城および今泊区でおこなう

文化的資源となりえるフクギ並木

歴史的資源となりえる石積遺構

クバの御嶽の聖地

文化・スポーツ振興 教育
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